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ベーチェット病患者におけるぶどう膜炎および胃腸障害と HLA-A26 の関係 

中島 友也 

 

本研究では、京都大学医学部附属病院あるいは倉敷中央病院に通院中のベーチェット病患者さ

ん 200 人を対象に、HLA ハプロタイプ(HLA-A26、HLA-B51)とブドウ膜炎や胃腸障害などの

臨床症状、およびベーチェット病の重症度(Krause score)の関係について検討を行いました。

その結果、HLA-B51 がブドウ膜炎、神経ベーチェット、重症度と関連することに加えて、HLA-

A26 はブドウ膜炎と腸管ベーチェットの両方を合併することと関連しており、ブドウ膜炎と腸

管ベーチェットの両方を合併していた患者さん 5 人全員が HLA-A26 を有していました。また

HLA-B51 に加えて HLA-A26 を持つ場合、ブドウ膜炎の合併や重症度が増加することが分か

りました。これらの結果から、ベーチェット病診療において HLA-B51 だけでなく HLA-A26

も併せて確認することの重要性が明らかになりました。 

 

https://doi.org/10.1093/mr/roae022 
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